
教育部・硬筆部門の出品方法について

今月号より、教育部において硬筆部門を開設いたしますので、手順をご確認いただき、

ご出品されますようお願いいたします。

□　出品資格　　幼児から中学生を対象といたします。

□　課　　題　　『大東書道』36・37頁に掲載しています。

□　用　　紙　　今月号に同封いたしました指定用紙を、原寸でコピーしてご使用下さい。また、当研究所の　

　　　　　　　　ホームページからプリントして使用いただくことも可能です。

　　　　　　　　　　 　 ※用紙は毎月同封いたしませんのでご注意下さい　　
□　用　　具　　鉛筆（4Ｂ以上を推奨）をご使用ください。中学生はつけペンまたは、万年筆を使用しても　　　　

　　　　　　　　結構です。

□　出 品 券　　毎月同封されるものをご使用ください。

学　年

氏　名

学　年

氏　名

学　年

氏　名
切
り
取
り

切
り
取
り

小
六

大
東
一
郎

出品作品について

▼

切り取り線で切り離し、作品の左下に出品券を貼付してご

出品ください。毛筆作品と同封で結構です。

級位認定について

▼

毛筆部門同様、級位認定をいたします。8級より始まり、

毎月の審査で、優秀作品は昇級いたします。

ただし、新設部門であることから、現段階では、編入制度

は適用いたしませんので、ご了承下さい。

成績発表は、２月号からとなります。

硬筆用紙のプリントについて

▼

下図の要領でプリントしてください。
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2015年10月13日 学長対談「学ぶ力、創造する力�—教育を紐とく—」
2015年10月01日 一般入試対象「桐門の翼奨学金」募集要項を公開中です

(一般入試の出願時に申請)
2015年09月10日 大東文化大学学生災害見舞金について
2015年08月25日 自己推薦入試要項 一部修正について 【推薦入試要項】
2015年05月29日 「グリーン出願」を導入—入学検定料の一部が社会貢献

に—
2015年05月07日 経営学部の改編について(お知らせ/一部更新)

キーワードを⼊入⼒力してください

最新ニュース最新ニュース

2015年10月14日
駅伝シーズンが開幕-出雲駅伝・陸上競技部(男子長距離)

2015年10月14日
NHKさいたま放送局「日刊!さいたま〜ず」出演のお知らせ

2015年10月13日
学長対談「学ぶ力、創造する力�—教育を紐とく—」

2015年10月10日
学内OB・OG訪問会「大東カフェ」行う

2015年10月09日
ビアトリクス・ポターTM資料館で博物館学実習

2015年10月09日

毎年11月に全国書道展（公募）を実
施しています。

高校2・3年生を対象にした書道講
座を実施しています。

書道に関するイベントや展示会の
案内を随時掲載します。

キーワードを⼊入⼒力してください

大東文化大学�書道研究所
〒175-8571�東京都板橋区高島平1-9-1 TEL:03-5399-7345
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2015年09月28日 書道芸術文化講演会にて明清名品41点を展示

2015年09月01日 平成27年度日中書法文化伝習塾【中期】を開講します

2015年08月29日 高校生のための書道講座を板橋校舎で開催しました

2015年08月29日 書道芸術文化講演会

2015年08月03日 本学卒業生の大原蒼龍さん「第32回読売書法展」読売大賞を受賞

2015年07月01日 第57回全国書道展のお知らせ

2015年06月27日 高校生のための書道講座

2014年12月22日 大東書道で地元に貢献

一覧へ

月刊誌「大東書道」

大東書道入会規定  (PDF 265KB)

購読申込書  (PDF 120KB)

書道研究所では、書道芸術と、書写教育の推進のため、月刊「大東書道」を刊行しています。

概要・購読のお申し込み・変更通知について概要・購読のお申し込み・変更通知について

月刊「大東書道」は大学で刊行される唯一の競書雑誌です。1969年の創刊
以来、約40年の歴史があります。書壇を代表される先生方をはじめ、本学
教授陣に毎月お手本を揮毫していただきます。また、連載も各分野の専門
の先生方に執筆していただいています。「大東書道」は独習書としても、教
材としても最適です。現在、全国7,000名を超える方々に購読されていま
す。 

お申し込みは、添付ファイルの「会員規定」を参照のうえ、書道研究所まで、
お電話もしくはファックスでお申し込み下さい。また下記のメールフォー
ムからも申し込みが可能です。 

大東文化大学書道研究所大東文化大学書道研究所
TEL：03-5399-7345／FAX：03-5399-7346

購読のお申し込みはこちら

住所変更などのお届けはこちら

刊行物・テキスト

月刊誌「大東書道」

大東文化大学ホームページより書道

研究所のサイトにアクセスします。

または、書道研究所で検索してくだ

さい。

大東書道を選択します。

関連ファイルの中から、硬筆用紙を

選択して、プリントしてください。



幼児～中学生の課題について 
～ワンポイントアドバイス～ 

 

幼児～中学生の硬筆課題（P28-29）を掲載しておりますが、新年度を迎え、

今回硬筆課題の書き方、審査のポイントについてアドバイスいたしますので、ご一

読ください。 

 

① 硬筆課題の書き方 

＊幼児～小学生は鉛筆の使用を推奨します。幼児・低学年は３B～

10B程度、高学年は２B程度の硬筆用の鉛筆を使用すると、適度な柔

らかさと折れにくさがあり、筆圧が弱い方でも太く、濃い線を 

書くことができ、文字が安定して見えます。 

＊鉛筆は細く削り過ぎず、適度な太さである方が書きやすい 

です。（右の例をご参照ください） 

＊消しゴムは、できるだけ使用しない方が望ましいです。 

（写真版は消しゴムを使用していない方が優先されます） 

＊学年は必ず記入してください。（例：小２、２年、書き方は自由） 

また、氏名（フルネーム）を書くことが望ましいです。 

なお、学年、氏名の書き方は、毛筆も同様です。 

 

② 審査のポイント 

＊①の書き方をされている方が、他の方よりも美しい文字として目に

とまりやすく、評価が高いです。 

＊写真版は、文部科学省の学習指導要領に準拠した書き方を優先して

います。ご指導される先生方は、学習指導要領に留意の上、お手本を

お書きください。 

詳しくは、文部科学省 HPの学習指導要領をご確認ください。 

（QRコード読込 → PDFの P４２以降を参照） 

2025年４月 『大東書道』編集部 


